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麻
植
協
同
病
院
の
移
転
新
築

５
月
２９
日
に
、
麻
植
協
同
病
院

移
転
新
築
地
元
説
明
会
が
開
催
さ

れ
、
同
会
に
は
市
も
出
席
し
、
新

病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、

「
県
道
板
野
・
川
島
線
」
か
ら
の

進
入
道
路
整
備
計
画
、
ま
た
遊
水

池
を
含
む
市
が
管
理
す
る
区
域
に

つ
い
て
、
現
在
の
環
境
を
で
き
る

限
り
生
か
し
た
形
で
保
全
す
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
席
上
、
病
院
長
か
ら

ぶ
ん
べ
ん

産
科
分
娩
再
開
に
向
け
、
努
力
し

て
い
る
と
の
お
話
し
が
あ
り
、
今

後
、
市
と
し
て
関
係
機
関
な
ど
か

ら
の
意
見
も
踏
ま
え
、
積
極
的
に

支
援
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

小
・
中
学
校
普
通
教
室
の

エ
ア
コ
ン
整
備
状
況
と
利
用
方
法

暑
さ
の
厳
し
い
夏
季
に
お
い
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
を
維
持
し
、

安
全
で
安
心
な
教
育
活
動
と
す
る
た

め
に
、
全
て
の
小
・
中
学
校
普
通
教

室
へ
の
空
調
整
備
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
利
用
に
つ
い
て
は
、
温
度
設
定

等
の
基
準
を
設
け
、
環
境
教
育
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
効
率
的
な
運
用

に
努
め
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

●
子
育
て
環
境
の
整
備

増
加
す
る
共
働
き
家
庭
に
対
応

す
る
に
は
、
子
育
て
環
境
の
整
備

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
市
内
す
べ
て
の
公
立
保
育
所

で
延
長
保
育
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
他
、
病
児
・
病
後
児
保
育
等
の

制
度
、
新
規
施
策
で
あ
る
育
児
用

品
購
入
助
成
な
ど
、
支
援
制
度
の

複
合
的
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

の
整
備
な
ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
状
況

新
セ
ン
タ
ー
で
は
、
炊
飯
設
備

設
置
に
よ
り
、
新
し
い
「
ご
飯
メ

ニ
ュ
ー
」
の
提
供
が
始
ま
り
、
子

ど
も
た
ち
に
も
、「
ご
飯
が
お
い

し
く
な
っ
た
。」
な
ど
の
、
う
れ
し

い
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

新
セ
ン
タ
ー
で
の
機
能
と
し
て
、

調
理
台
を
備
え
た
「
レ
ク
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル
」を
設
け
て
お
り
、児
童
・

生
徒
が
参
加
す
る
「
ふ
れ
あ
い
食

体
験
事
業
」
の
ほ
か
、
保
護
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
研
修
会
や
見
学

会
の
実
施
な
ど
、
食
育
の
拠
点
と

し
て
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

●
消
防
本
部
運
営
状
況

新
消
防
本
部
の
運
営
と
同
時
に

運
用
が
開
始
さ
れ
た
最
新
鋭
の

「
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
」

は
、
火
災
や
救
急
な
ど
の
出
動
事

案
が
発
生
し
た
場
合
、
一
般
電
話

や
携
帯
電
話
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
な
ど

を
利
用
し
、
通
報
と
同
時
に
地
図

情
報
な
ど
を
元
に
、
瞬
時
に
通
信

司
令
室
の
画
面
上
に
災
害
発
生
地

点
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
従
来
は
通
報
か
ら

４
分
ほ
ど
か
か
っ
て
い
た
出
動
も
、

３
分
ほ
ど
短
縮
し
、
最
短
５５
秒
で

出
動
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安

全
・
安
心
が
よ
り
一
層
向
上
す
る

こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

●
台
風
災
害
へ
の
備
え

６
河
川
７
カ
所
に
設
置
し
て
い

る
河
川
監
視
カ
メ
ラ
は
、
情
報
収

集
に
よ
る
、
的
確
な
避
難
情
報
発

信
な
ど
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

昨
年
の
台
風
１２
号
、
１５
号
に
よ

る
暴
風
雨
時
に
、
川
田
川
周
辺
地

域
へ
の
避
難
準
備
情
報
や
避
難
勧

告
が
発
令
さ
れ
た
実
績
を
踏
ま
え
、

未
設
置
で
あ
っ
た
川
田
川
中
央
橋

左
岸
へ
１
基
新
設
し
ま
す
。
さ
ら

に
全
て
の
カ
メ
ラ
へ
赤
外
線
投
光

器
を
設
置
し
、
夜
間
の
視
認
性
向

上
等
に
役
立
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
画
像
配
信
に
よ
っ
て
市
民

と
情
報
を
共
有
し
、
風
水
害
に
備

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、「
東
日
本
大
震

災
」
を
受
け
て
「
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
対
策
検
討
会
議
」
を
立
ち

上
げ
、
３
月
末
に
は
最
大
震
度
分

布
や
津
波
高
の
推
計
結
果
が
公
表

さ
れ
、本
市
の
最
大
震
度
は「
７
」

と
最
大
で
す
。
今
月
中
に
は
、
人

的
・
物
的
被
害
の
推
計
が
公
表
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
、
現
在
、
見
直

し
を
進
め
て
い
る
「
吉
野
川
市
地

域
防
災
計
画
」
に
反
映
さ
せ
、
避

難
者
数
の
推
計
や
被
災
時
の
避
難

者
支
援
対
策
な
ど
、
実
効
性
の
あ

る
計
画
と
し
て
、
早
急
に
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

●
水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

こ
の
条
例
に
よ
り
、
ほ
た
る
川

の
指
定
区
域
で
の
開
発
に
は
、
一

定
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
雨
水

を
た
め
た
り
、
浸
透
さ
せ
る
「
雨

水
流
出
抑
制
施
設
」
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
個
人
の
経
済
的
負
担
軽

減
の
た
め
、
施
設
設
置
に
要
す
る

費
用
を
対
象
経
費
と
し
て
、
そ
の

４
分
の
３
に
相
当
す
る
額
で
、
５０

万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

ま
た
、
ほ
た
る
川
流
域
全
体
で

も
、
下
流
域
の
浸
水
負
荷
を
低
減

す
る
た
め
に
、
規
制
対
象
区
域
外

の
上
流
域
で
個
人
が
行
う
開
発
に

伴
い
、
同
様
の
「
雨
水
流
出
抑
制

施
設
」
を
設
置
す
る
場
合
に
も
対

象
経
費
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
で
、
５０
万
円
を
限
度
に
補
助
し

ま
す
。

市市政政のの窓窓
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こ
の
こ
と
に
よ
り
、
流
域
全
体

で
市
民
の
皆
さ
ん
の
減
災
意
識
の

高
揚
と
、
具
体
的
措
置
へ
の
動
機

付
け
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
交
通
弱
者
対
策

本
年
４
月
京
都
府
亀
岡
市
で
発

生
し
た
、
児
童
の
通
学
路
に
お
け

る
交
通
死
亡
事
故
を
は
じ
め
、
各

地
で
交
通
弱
者
が
犠
牲
に
な
る
重

大
事
故
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
安
心
し
て

通
学
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
た

め
、
関
係
部
局
の
職
員
で
構
成
す

る
内
部
組
織
と
し
て
、
先
月
、「
通

学
路
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
対

策
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

当
面
の
活
動
と
し
て
、
児
童
の

安
全
確
保
に
必
要
な
対
策
に
つ
い

て
、
協
議
・
検
討
を
行
う
た
め
、

吉
野
川
警
察
署
と
連
携
し
、
幼
稚

園
・
小
学
校
の
通
学
路
の
安
全
点

検
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
、
総
合
的
な
交
通
弱
者
対

策
を
協
議
・
検
討
す
る
な
ど
の
役

割
を
持
っ
た
機
関
と
し
て
、
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
を

は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

●
文
化
財
の
保
存
対
策

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
を
い

た
だ
い
た
古
民
具
や
出
土
品
等
に

つ
い
て
は
、
数
カ
所
に
分
け
て
保

管
を
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
管
理

な
ど
を
効
率
化
す
る
た
め
、
当
面

の
措
置
と
し
て
、
休
校
中
の
「
中

枝
小
学
校
」
へ
一
時
的
に
集
め
、

分
類
・
整
理
を
行
い
、
一
括
保
管

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
保

存
対
策
と
展
示
方
法
等
に
つ
い
て
、

「
市
文
化
財
保
護
審
議
会
」
の
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
貴
重
な
郷
土
の
資
料

と
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
協

議
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
活
性
化

●
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況

平
成
２３
年
度
に
、
施
設
全
体
の

改
修
工
事
を
実
施
し
、
使
用
目
的

を
農
村
環
境
の
改
善
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
広
く
利
用
で
き
る
交

流
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
従
来

よ
り
低
い
料
金
設
定
と
し
て
お
り
、

施
設
の
利
用
申
請
受
付
場
所
に
つ

い
て
も
、
市
役
所
と
川
島
支
所
地

域
課
の
２
カ
所
で
対
応
し
、
利
用

者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
機
能
と
し
て
、「
市

青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー
」「
適

応
指
導
教
室
つ
つ
じ
学
級
」「
人

権
擁
護
委
員
会
事
務
所
」
が
移
転

し
、
５
月
か
ら
は
、
新
た
に
「
阿

波
・
吉
野
川
地
区
更
生
保
護
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
交
流
お
よ
び
発

展
な
ど
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

施
設
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
美
郷
物
産
館
改
修

美
郷
物
産
館
で
は
、
客
数
や
販

売
品
目
の
増
加
に
対
応
し
て
店
舗

部
分
を
拡
張
す
る
な
ど
、
適
宜
、

施
設
の
整
備
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
美
郷
物
産
館
駐

車
場
は
狭
小
で
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
や
休
日
に
は
来
館
者
用
の
駐
車

場
が
不
足
し
て
お
り
、
駐
車
場
の

確
保
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
年
度
、
美
郷
物
産

館
向
か
い
の
民
有
地
を
無
償
で
譲

り
受
け
、
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

観
光
施
設
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

施
設
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
美
郷

地
区
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
と
と
も
に
、
来
館
者
の
利
便

性
な
ど
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
を

目
指
し
ま
す
。

環
境
を
大
切
に
す
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

●
ご
み
の
減
量
化

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、

着
実
に
成
果
が
出
て
き
て
お
り
、

平
成
２３
年
度
は
、
一
昨
年
度
と
比

較
し
て
９５
ト
ン
の
ご
み
削
減
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
生

ご
み
の
水
切
り
道
具
モ
ニ
タ
ー
募

集
を
実
施
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
ご

み
減
量
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
「
資
源
化
ご
み
モ
デ

ル
集
積
所
」
に
つ
い
て
も
、
１
カ

所
増
設
し
、
ご
み
の
資
源
化
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

５
月
１３
日
に
実
施
し
ま
し
た

レ
ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
環
境
美
化
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ポ
イ
捨
て

ご
み
一
掃
作
業
に
協
力
い
た
だ
き
、

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
関
係
施
設
の
統
合
事
業
は
、

新
し
い
「
吉
野
川
市
環
境
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
清
掃
事
業
の
体
制

を
整
え
て
い
き
ま
す
。
本
施
設
で

は
収
集
業
務
に
加
え
て
、
災
害
時

に
対
応
で
き
る
食
料
・
毛
布
な
ど

を
備
蓄
し
、
地
域
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
役
割
を
持
た
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
統
合
に
つ
い
て
も
準
備
を
進

め
て
お
り
、
行
財
政
改
革
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
図
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。
関
係
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

レッツクリーンの様子

通学中の児童

新しくなった吉野川市交流センター

2012年（平成24年）7月11日

広報よしのがわ３



������������
������������
������������
������������

簡
素
で
効
率
的
な

行
財
政
基
盤
の
確
立

●
上
下
水
道
料
金
徴
収
業
務
変
更

「
上
下
水
道
料
金
の
徴
収
等
包

括
的
業
務
委
託
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
２３
年
度
に
設
置
し
た
「
検
討

委
員
会
」
で
委
託
の
時
期
方
法
な

ど
の
基
本
的
事
項
お
よ
び
募
集
要

領
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
本
年
４
月
か
ら
は
業

者
選
定
の
た
め
の「
選
定
委
員
会
」

を
設
置
し
、
募
集
要
領
な
ど
の
協

議
を
お
こ
な
い
、
そ
の
結
果
に
よ

り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
４
社
か
ら
申
し
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
審
査
を
行
い
、

８
月
上
旬
に
は
受
託
者
を
決
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
期
間
は
、

平
成
２５
年
１
月
か
ら
５
年
間
の
継

続
契
約
と
す
る
予
定
で
す
。

●
山
川
庁
舎
の
利
活
用

平
成
２５
年
１
月
に
庁
舎
機
能
を
市

役
所
本
庁
舎
に
統
合
す
る
の
に
伴
い
、

空
き
庁
舎
と
な
る
山
川
庁
舎
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
、
１
階
に
つ
い
て
は
、

「
市
山
川
支
所
地
域
課
」「
市
社
会

福
祉
協
議
会
山
川
支
所
」「
吉
野
川

市
商
工
会
」
事
務
所
と
し
て
活
用
し

ま
す
。
２
階
に
つ
い
て
は
、「
山
川

公
民
館
」
の
老
朽
化
に
伴
い
、
公
民

館
施
設
と
し
て
改
修
し
ま
す
。
３
階

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
施
設
と
し
て
、

「
山
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
活
用
す
る
予
定
で
、
高
齢
者
の
健

康
増
進
、
教
養
の
向
上
な
ど
を
目
指

す
施
設
と
し
て
、
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。

議

長

工
藤
俊
夫
（
く
ど
う
・
と
し
お
）

氏＝

６８
歳
、
鴨
島
町
西
麻
植

副
議
長

�
原
五
男（
く
わ
は
ら
・
い
つ
お
）

氏＝

６０
歳
、
鴨
島
町
知
恵
島

各
種
委
員
会
委
員

各
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お

り
で
す
。
◎
は
委
員
長
、
○
は
副

委
員
長
（
敬
称
略
）

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
山
下
智
、
○
岸
田
秀
樹
、
槇
納

謙
司
、
枝
澤
幹
太
、
�
原
五
男
、

工
藤
俊
夫
、
北
川
麦

【
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
】

◎
田
村
修
司
、
○
川
村
洋
樹
、
藤

原
一
正
、
玉
水
好
夫
、
福
岡
正
、

近
久
善
博
、
岡
田
光
男

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

◎
岸
田
益
雄
、
○
増
富
義
明
、
細

井
英
輔
、
相
原
一
永
、
河
野
利
英
、

塩
田
吉
男
、
高
木
純

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
枝
澤
幹
太
、
○
槇
納
謙
司
、
相

原
一
永
、
岸
田
益
雄
、
山
下
智
、

川
村
洋
樹
、
高
木
純

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

◎
相
原
一
永
、
○
岡
田
光
男
、
福

岡
正
、
増
富
義
明
、
近
久
善
博
、

山
下
智
、
北
川
麦

◆
徳
島
中
央
広
域
連
合
議
会
議
員

（
敬
称
略
）

工
藤
俊
夫
、
�
原
五
男
、
山
下
智
、

藤
原
一
正

◆
阿
北
火
葬
場
管
理
組
合
議
会
議

員
（
敬
称
略
）

工
藤
俊
夫
、
山
下
智
、
玉
水
好
夫
、

相
原
一
永
、
川
村
洋
樹

◆
阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
議
会
議
員
（
敬
称
略
）

工
藤
俊
夫
、
田
村
修
司
、
枝
澤
幹

太
、
河
野
利
英
、
福
岡
正
、
岡
田

光
男
、
増
富
義
明

◆
阿
北
環
境
整
備
組
合
議
会
議
員

（
敬
称
略
）

工
藤
俊
夫
、
山
下
智
、
塩
田
吉
男
、

岸
田
益
雄
、
槇
納
謙
司
、
川
村
洋

樹
、
岡
田
光
男

◆
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
議
会

議
員
（
敬
称
略
）

工
藤
俊
夫
、
山
下
智
、
近
久
善
博
、

細
井
英
輔
、
岸
田
秀
樹
、
北
川
麦
、

高
木
純

専
決
処
分

◇
平
成
２３
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
２
億

６
８
４
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
２
１
７
億
２
７
１
０
万
８

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
２３
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
６
件

予

算

◇
平
成
２４
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
２
５

５
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

９
８
億
８
０
５
０
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

人

事

◇
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

監
査
委
員
と
し
て
、
阿
部
�
男

（
あ
べ
・
と
く
お
）
氏＝

６１
歳
、

鴨
島
町
飯
尾
を
選
任
。

市
議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し

て
、
河
野
利
英
（
か
わ
の
・
と
し

ひ
で
）
氏＝

５９
歳
、
美
郷
字
古
土

地
を
選
任
。
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誌
面
の
関
係
で
一
部
を
抜
粋
し
、
要
旨
部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.y
o
s
h
in
o
g
a
w
a
.lg
.jp

４
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消
防
団
員
規
律
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た

５
月
２６
日
、
徳
島
中
央
広
域
連

合
東
消
防
署
と
山
川
消
防
会
館
の

２
カ
所
で
、
消
防
団
員
と
し
て
の

基
礎
知
識
や
規
律
等
の
習
得
を
目

的
と
し
て
、
新
入
消
防
団
員
研

修
・
規
律
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
た
に
入
団
し
た
消

防
団
員
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
消
防
団
幹
部
の
育
成
を

目
的
に
、
新
任
分
団
長
研
修
も
併

せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

東
消
防
署
お
よ
び
西
消
防
署
の

署
員
の
指
導
の
も
と
、
合
計
４３
人

の
団
員
が
約
２
時
間
汗
を
流
し
て

熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

学
校
再
編
計
画
策
定

委
員
会
開
催

５
月
３１
日
お
よ
び
６
月
２５
日
、

川
島
庁
舎
で
、
第
４
回
・
第
５
回

吉
野
川
市
学
校
再
編
計
画
策
定
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
協
議
の
中
間
集
約
と
し
て
、
適

正
規
模
に
つ
い
て
は
、
１
学
級
当

た
り
の
児
童
・
生
徒
数
は
３０
人
程

度
を
、
１
学
年
当
た
り
の
学
級
数

は
、
小
学
校
は
２
〜
３
学
級
、
中

学
校
は
３
学
級
以
上
を
基
準
と
す

る
こ
と
や
、
通
学
方
法
・
通
学
距

離
と
い
っ
た
適
正
配
置
の
基
準
に

つ
い
て
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
。

第
５
回
会
議
で
は
、
こ
の
中
間

集
約
の
基
準
に
沿
っ
て
、
具
体
的

な
再
編
の
協
議
を
始
め
ま
し
た
。

理
想
と
す
る
再
編
案
を
描
き
な

が
ら
も
、
実
現
可
能
な
再
編
案
を

検
討
し
、
基
準
と
の
整
合
性
が
取

れ
な
い
場
合
は
、
基
準
の
見
直
し

も
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

会
議
資
料
や
会
議
録
は
、
教
育

総
務
課
、
各
支
所
地
域
課
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
教
育
総
務
課
�
４２
‐
４
１
１
３

�
�
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�
�
�
�
�
	

�

�
�
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�
�
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日
本
年
金
機
構
で
は
、
す
べ
て

の
年
金
加
入
者
に
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
を
毎
年
誕
生
日
に
郵
送
し

て
い
ま
す
。
こ
の
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
が
、
日
本
年
金
機
構
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

�
�
��

�
�
�
�
�
	

�

�
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�

郵
送
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
は
、
年
１
回
の
通
知
の
た
め
、

毎
月
更
新
さ
れ
る
年
金
記
録
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
で
は
、
最
新
の
年
金
記
録
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
�
��

�
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�
�
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利
用
に
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
の
利
用
登
録
を
し
て
、

専
用
の
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
を
入
手
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
は
じ
め
て
利
用
申
し
込
み
を
す

る
方
（
ア
ク
セ
ス
キ
ー
を
持
っ
て

い
な
い
場
合
）

登
録
後
、
５
日
程
度
で
ユ
ー
ザ

Ｉ
Ｄ
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

②
「
年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ

ス
」（
平
成
２３
年
２
月
ま
で
）
を
利

用
し
て
い
た
方

「
年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ

ス
」は
、
平
成
２３
年
３
月
か
ら「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
統
合
さ
れ
て

い
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

の
ロ
グ
イ
ン
画
面
に
「
年
金
個
人

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
で
使
用
し

て
い
た
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
と
、
お
客
様

設
定
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
と
、

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
用
の
新
た

な
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
が
即
座
に
発
行
さ

れ
ま
す
。
お
客
様
設
定
パ
ス
ワ
ー

ド
は
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

③
は
じ
め
て
利
用
申
し
込
み
を
す

る
方
（
ア
ク
セ
ス
キ
ー
を
持
っ
て

い
る
場
合
）

ア
ク
セ
ス
キ
ー
は
平
成
２３
年
４

月
以
降
に
送
付
さ
れ
た
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。�

�
 
�
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利
用
す
る
と
、
誕
生
月
に
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
な
ど
の
お
知
ら

せ
が
、
郵
送
に
代
え
て
、
利
用
登

録
し
て
い
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

配
信
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

徳
島
北
年
金
事
務
所

�
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課

国
民
年
金
係

�
２２
‐
２
２
１
３

��
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��
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市民を守る消防団員

国
民
年
金
だ
よ
り

��������	
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市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火 災

１件

５件

救急出動

１２５件

５７７件

４
月

累
計

４
月

累
計

※
累
計
は
平
成
２４
年
１
月
か
ら
の
も
の

今
月
の
税

国
民
健
康
保
険
税

第
１
期

固
定
資
産
税

第
２
期

納
期
限

７
月
３１
日
�

�人 権 相 談�
飯尾敷地コミュニティセンター
吉野川市交流センター人権擁護委員会室
山川庁舎２階２０１会議室
飯尾敷地コミュニティセンター

�行 政 相 談�
市役所１階相談室
山川庁舎１階１０１会議室
川島公民館会議室
市役所１階相談室
美郷庁舎２階大会議室

�司法書士会による無料法律相談�
市役所１階相談室
市役所１階相談室

１３：３０～１６：００
１３：３０～１６：００
１３：３０～１６：００
１３：３０～１６：００

９：００～１２：００
１０：００～１２：００
１３：００～１６：００
９：００～１２：００
１３：００～１６：００

１０：００～１２：００
１０：００～１２：００

７月１２日�
７月１７日�
７月２４日�
８月９日�

７月１２日�
８月６日�
８月７日�
８月９日�
８月１６日�

７月２０日�
８月１７日�平成２４年６月１日現在

市民のうごき

計１３，０６５人 男５，３７８人 女７，６８７人

外国人登録（前月比）

（＋ ４）

（－ １）

（＋ ５）

（＋ ２）

３３５人

６２人

２７３人

３１２世帯

住民基本台帳（前月比）

（－３２）

（－１２）

（－２０）

（＋ ７）

※６５歳以上人口

１７，６４２世帯

４４，３５１人

２１，０２９人

２３，３２２人

計

男

女

世帯数

2012年（平成24年）7月11日

広報よしのがわ５
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温
泉
施
設
譲
渡
先
の
募
集

吉
野
川
市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
内

の
温
泉
施
設
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
売
却
し
ま
す
。

譲
渡
温
泉
施
設

鴨
島
温
泉「
鴨
の
湯
」、

ふ
い
ご
温
泉
、
ヘ
ル
ス
ラ
ン
ド
美
郷

募
集
要
項
配
布
期
限

８
月
３
日
�

募
集
説
明
会

市
役
所
２
階
入
札
室

●
鴨
島
温
泉「
鴨
の
湯
」／
７
月
１８
日
�

午
後
１
時
３０
分

●
ふ
い
ご
温
泉
／
７
月
２０
日
�
午
前
９

時
３０
分

●
ヘ
ル
ス
ラ
ン
ド
美
郷
／
７
月
２０
日
�

午
後
１
時
３０
分

※
募
集
要
項
お
よ
び
様
式
集
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
ま
た
は
市
商
工
観
光
課
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課

�
２２
‐
２
２
２
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/

就
学
指
導
の
ご
案
内

子
ど
も
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
適
切
な
指
導
お
よ
び
必
要

な
支
援
を
行
う
た
め
、就
学
相
談
・
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
就
学
に
つ
い
て
は
、

お
子
さ
ん
の
状
況
に
応
じ
て
、保
護
者
の

方
と
相
談
し
な
が
ら
、来
年
度
の
就
学
先

を
決
定
し
ま
す
。
就
学
先
と
は
、
小
・
中

学
校
の
通
常
学
級
、
通
級
に
よ
る
指
導
、

特
別
支
援
学
級
と
特
別
支
援
学
校
で
す
。

対
象
者

吉
野
川
市
在
住
の
来
年
度
小

学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
と
、
現
在

小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
２
年
生
ま

で
の
児
童
・
生
徒
で
す
。
詳
し
く
は
現

在
通
わ
れ
て
い
る
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、
お
よ
び
学
校
教
育
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
学
校
教
育
課

�
４２
‐
４
１
１
４

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
の
方
へ

〜
更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
〜

継
続
し
て
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
、
大
切
な
手
続

き
で
す
の
で
、
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

児
童
福
祉
係

�
２５
‐
６
６
１
４

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費

受
給
者
の
方
へ

〜
更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
〜

こ
の
手
続
き
は
平
成
２４
年
８
月
１
日

か
ら
継
続
し
て
重
度
医
療
を
受
け
る
た

め
に
必
要
で
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い

方
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

福
祉
総
務
課
障
害
福
祉
係

（
川
島
庁
舎
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
課

※
受
付
場
所
へ
来
る
こ
と
が
困
難
な
方

は
、
郵
送
で
も
結
構
で
す
。（
６
月
に

送
付
し
た
個
別
通
知
に
同
封
の
返
信
用

封
筒
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課

障
害
福
祉
係

�
２５
‐
６
６
１
３

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
等

認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
医
療

費
の
窓
口
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
る
限
度
額
適
用
等
認
定
証
を

お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
限
が
７
月
３１

日
�
ま
で
で
す
の
で
、
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
該
当
要
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
新
規
申
請
も
で
き
ま

す
。認

定
証
を
使
用
し
な
か
っ
た
月
の
医

療
費
は
、
高
額
療
養
費
の
払
い
戻
し
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
該
当
者

に
は
通
知
し
ま
す
）。
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
で
、
過
去
１
年
以
内
の
入
院

が
９０
日
を
超
え
る
場
合
は
、
さ
ら
に
食

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

該
当
要
件

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
な
い
方

発
行
期
日

申
請
し
た
月
の
初
日

申
請
期
間

随
時（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
請
場
所

国
保
年
金
課
（
市
役
所
１

階
）、
ま
た
は
各
支
所
地
域
課

申
請
に
必
要
な
物

①
印
鑑
、
②
対
象
者
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
〈
※
住
民
税
非
課
税
世
帯

で
過
去
１
年
以
内
に
９０
日
を
超
え
て
入

院
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
期
間
分
の
領

収
書
ま
た
は
請
求
書
〉

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課

国
民
健
康
保
険
係

�
２２
‐
２
２
１
３
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��
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ご
存
じ
で
す
か
？

〜
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
〜

◆
家
族
介
護
用
品
の
支
給清

拭
剤 ド

ラ
イ

シ
ャ
ン
プ
ー

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
３
つ
の
支

給
要
件
す
べ
て
に
該
当
し
、
継
続
し
て

介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
家
族
に
対
し
て
、

紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
消
耗
品
を
指

定
業
者
か
ら
購
入
で
き
る
給
付
券
を
発

行
し
ま
す
。

支
給
要
件

①
介
護
が
必
要
な
方
が
６５
歳
以
上
で
、

要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
に
認
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

②
在
宅
で
あ
る
こ
と
。（
施
設
入
所
、

入
院
の
期
間
は
該
当
し
な
い
。）

③
生
計
を
同
じ
く
す
る
方
全
員
が
市
民

税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

支
給
限
度
額

１
カ
月
あ
た
り
６
２
５
０
円
ま
で

申
請
方
法

介
護
保
険
課
地
域
支
援
係
（
川
島
庁

舎
１
階
）、
ま
た
は
各
支
所
地
域
課（
鴨

島
・
山
川
・
美
郷
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
利
用
決
定
す
る
前
に
購
入
し
て
い
る

も
の
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
家
族
が
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
旨
の

民
生
委
員
の
調
査
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
緊
急
通
報
装
置
の
貸
与

お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た

は
重
度
身
体
障
害
者
で
一
人
暮
ら
し
の

方
に
対
し
て
、
緊
急
通
報
装
置
を
貸
与

し
、
急
病
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
素

早
く
対
応
が
と
れ
る
体
制
作
り
を
支
援

し
ま
す
。

申
請
方
法

介
護
保
険
課
地
域
支
援
係
（
川
島
庁

舎
）
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
担
当
者
が

自
宅
を
訪
問
し
て
か
ら
だ
や
生
活
の
様

子
な
ど
を
聞
き
取
り
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
貸
与
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※
貸
与
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課
地
域
支
援
係

�
２５
‐
６
６
２
７

児
童
手
当
現
況
届
は

お
済
み
で
す
か
？

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の

方
は
、
６
月
中
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
書
類
提
出

が
な
い
と
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
早
急
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課

児
童
福
祉
係

�
２５
‐
６
６
１
４

保
育
園
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

鴨
島
ひ
か
り
乳
幼
児
保
育
園
で
は
、

毎
月
第
１
水
曜
日
に
園
庭
や
保
育
室
を

開
放
し
、
第
３
水
曜
日
に
、
保
育
士
が

い
ろ
い
ろ
な
あ
そ
び
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
保
育
園
の
お
友
達
や
保
育
士
た
ち

と
一
緒
に
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
。

対
象

３
歳
未
満
で
在
宅
で
保
育
さ
れ

て
い
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

と
き

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
午
前

９
時
３０
分
〜
１０
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
ひ
か
り
乳
幼
児
保
育
園

（
鴨
島
町
喜
来
３
２
３
番
地
１
５
１
）

問
い
合
わ
せ

鴨
島
ひ
か
り
乳
幼
児
保
育
園

�
２４
‐
１
２
８
２

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

現
地
確
認
に
つ
い
て

平
成
２４
年
度
の
現
地
確
認
は
、
７
月

１７
日
�
〜
８
月
１７
日
�
の
期
間
で
実
施

し
ま
す
。
市
外
に
つ
い
て
は
市
内
の
現

地
確
認
が
終
了
し
た
後
に
順
次
確
認
す

る
予
定
で
す
。

な
お
、
確
認
札
を
立
て
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん（
札
の
送
付
も
行
い
ま
せ
ん
）。

現
地
確
認
後
、
結
果
を
９
月
初
旬
に

送
付
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課

�
２２
‐
２
２
２
８

Ｊ
Ａ
麻
植
郡

�
２４
‐
１
１
３
７

��������	
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�
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平
成
２４
年
度
吉
野
川
市
職
員

採
用
試
験

採
用
予
定
職
種
お
よ
び
受
験
資
格

◆
一
般
行
政
（
大
学
卒
業
程
度
）

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
昭
和
５６
年
４
月
２
日
（
３１
歳
）
か
ら

平
成
３
年
４
月
１
日
（
２２
歳
）
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

○
平
成
３
年
４
月
２
日
（
２１
歳
）
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業

し
た
方
、
ま
た
は
、
平
成
２５
年
３
月
３１

日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

◆
一
般
行
政
（
高
校
卒
業
程
度
）

○
昭
和
６２
年
４
月
２
日
（
２５
歳
）
か
ら

平
成
７
年
４
月
１
日
（
１８
歳
）
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

※
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
方
を
除
き
ま

す
。

○
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
、

平
成
２５
年
３
月
３１
日
ま
で
に
卒
業
す
る

見
込
み
の
方

◆
土
木
（
大
学
卒
業
程
度
）

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
昭
和
５６
年
４
月
２
日
（
３１
歳
）
か
ら

平
成
３
年
４
月
１
日
（
２２
歳
）
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

○
平
成
３
年
４
月
２
日
（
２１
歳
）
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業

し
た
方
、
ま
た
は
、
平
成
２５
年
３
月
３１

日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

◆
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
（
資
格
免
許

職
）

○
昭
和
５８
年
４
月
２
日
（
２９
歳
）
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
幼
稚
園
教
諭
免
許

お
よ
び
保
育
士
資
格
の
両
方
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
、
平
成
２５
年
３
月
３１
日
ま

で
に
幼
稚
園
教
諭
免
許
お
よ
び
保
育
士

資
格
の
両
方
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方

採
用
予
定
人
員

●
一
般
行
政
（
大
学
卒
業
程
度
）
５
人

程
度

●
一
般
行
政
（
高
校
卒
業
程
度
）
１
人

程
度

●
土
木
（
大
学
卒
業
程
度
）
１
人
程
度

●
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
（
資
格
免
許

職
）

３
人
程
度

第
１
次
試
験
日

９
月
１６
日
�

申
込
受
付
期
限

８
月
３
日
�

問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
請
求

市
総
務
課

�
２２
‐
２
２
３
１

※
採
用
試
験
の
案
内
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.city.yoshinogaw

a
.lg
.

jp/市
営
住
宅
入
居
者
募
集

【
募
集
住
宅
お
よ
び
予
定
戸
数
】

牛
島
第
３
団
地
（
鴨
島
）

１
戸

近
久
北
団
地
（
川
島
）

１
戸

ほ
た
る
川
第
２
団
地
（
山
川
）

１
戸

西
山
団
地
（
山
川
）

１
戸

川
俣
団
地
（
美
郷
）

１
戸

【
家
賃
】
収
入
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】
７
月
１７
日
�
〜
７
月
３１

日
�
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
申
し
込
み
で
き
る
方
】

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ

る
方
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

②
所
得
が
所
定
の
基
準
に
該
当
す
る

方③
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
い
る
方
（
単
身
で
も
申
し
込

み
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
警
察
か
ら
暴
力
団
員
と
認
定
さ
れ
た

方
は
、
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
方
法
】

都
市
計
画
住
宅
課
（
市
役
所
２
階
北

側
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
課
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
添
付
書
類

と
一
緒
に
都
市
計
画
住
宅
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
書
類
】

（
１
）
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

（
２
）
添
付
書
類

①
所
得
・
課
税
証
明
書
（
入
居
者
全
員

分
必
要
で
す
。）

②
納
税
証
明
書
（
未
納
が
な
い
証
明
書

が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

※
右
記
の
他
に
書
類
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
都
市
計
画
住
宅
課

住
宅
係

�
２２
‐
２
２
２
５

��������	
� �
��
���������������� !"#�$%&

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
休
日
納
付
相
談

●
と
き

７
月
２９
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
と
こ
ろ

吉
野
川
市
役
所
１
階
相
談
室

●
内
容

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
相
談

●
問
い
合
わ
せ

市
税
務
課
徴
収
係

�
２２
‐
２
２
１
５

８
2012年（平成24年）7月11日
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パ
ソ
コ
ン
講
習
受
講
者
募
集

（
前
期
）

内
容
／
定
員
（
市
内
在
住
の
方
）

※
パ
ソ
コ
ン
基
礎
（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

的
な
操
作
を
紹
介
）／
各
１２
人
×
４
回

※
ワ
ー
プ
ロ
入
門
（
ワ
ー
ド
の
基
本
的

な
機
能
を
紹
介
）／
各
１２
人
×
４
回

※
表
計
算
入
門
（
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的

な
機
能
を
紹
介
）／
各
１２
人
×
４
回

※
応
用
コ
ー
ス
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

の
応
用
機
能
）／
各
１２
人
×
４
回

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階

視
聴
覚
室

受
講
料

無
料

申
込
期
間

８
月
１
日
�
午
前
８
時
３０

分
か
ら
電
話
で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
の
際
は
、
受
講
し
た
い
コ
ー

ス
の
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
後
、
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

忘
れ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
生
涯
学
習
課

�
４２
‐
４
１
１
５

平
成
２４
年
度
吉
野
川
市
文
化
祭

出
展
・
出
演
募
集

吉
野
川
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

地
域
の
文
化
振
興
を
目
的
と
し
、
１１
月

２
日
〜
４
日
ま
で
の
期
間
、
吉
野
川
市

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た

い
、
自
分
た
ち
の
作
品
を
皆
さ
ん
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
団
体
は
、
ぜ

ひ
文
化
祭
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
展
示
の
部

○
募
集
内
容

生
花
、
陶
芸
、
写
真
、

手
芸
、
絵
画
、
書
道
等

※
作
品
の
サ
イ
ズ
は
、
２０
号
（
７２
㎝
×

６０
㎝
）
程
度
ま
で
と
し
ま
す
。

○
展
示
場
所

川
島
体
育
館

○
展
示
予
定
日

１１
月
２
日
�
〜
４
日

�演
芸
の
部

○
募
集
内
容

日
舞
、
三
味
線
、
民
謡
、

大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
等

○
発
表
場
所

鴨
島
公
民
館
お
よ
び
ア

メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
発
表
予
定
日

１１
月
３
日
�

■
募
集
期
間

作
品
展
示
の
部
、
演
芸

の
部
と
も
に
８
月
３１
日
�
ま
で

■
申
し
込
み
先

生
涯
学
習
課
（
山
川

庁
舎
１
階
）、
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
、

鴨
島
公
民
館
、
川
島
公
民
館
、
山
川
公

民
館
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

�
４２
‐
４
１
１
７

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

�

�

��

��
��
��

○
納
涼
花
火
大
会

約
９
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
と
仕

掛
け
花
火
が
、
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

と
き

８
月
６
日
�
午
後
８
時
〜
９
時

（
雨
天
の
場
合
８
月
１８
日
�
）

と
こ
ろ

鴨
島
運
動
場
（
旧
鴨
島
県
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
商
工
会
議
所
�
２４
‐
２
２
７
４

○
吉
野
川
市
阿
波
踊
り
大
会

と
き

８
月
１４
日
�
・
１５
日
�
・
１６
日

�
午
後
７
時
〜
１０
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り

問
い
合
わ
せ

阿
波
踊
り
実
行
委
員
会
（
吉
野
川
商
工

会
議
所
内
）

�
２４
‐
２
２
７
４

○
阿
波
踊
り
広
場

と
き

８
月
１６
日
�
午
後
６
時
〜
９
時

と
こ
ろ

ア
ク
ア
シ
テ
ィ
ー
演
舞
場

○
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
選
抜
阿
波
踊
り
大
会

と
き

８
月
２５
日
�
午
後
６
時
〜
９
時

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
阿
波
踊
り
振
興
協
会

会
長

細
井
英
輔

�
０
９
０
‐
７
６
２
４
‐
３
３
５
５

��������	
� �

���������������������� !"�#$%�&'()

９月４日�

⑬応用
コース

⑭応用
コース

⑮応用
コース

⑯応用
コース

９月３日�

⑨表計算
入門

⑩表計算
入門

⑪表計算
入門

⑫表計算
入門

９月２日�

⑤ワープロ
入門

⑥ワープロ
入門

⑦ワープロ
入門

⑧ワープロ
入門

９月１日�

①パソコン
基礎

②パソコン
基礎

③パソコン
基礎

④パソコン
基礎

開催日時

午前１０時
～正午

午後１時
～３時

午後３時
～５時

午後６時
～８時

美
郷
夏
ま
つ
り
開
催

●
と
き

平
成
２４
年
８
月
１１
日
�
午
後
３
時
〜
９
時

●
と
こ
ろ

美
郷
ほ
た
る
館

駐
車
場
特
設
会
場

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

廻
り
踊
り
、
阿
波
踊
り
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ダ
ン
ス
な
ど
。

●
問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
美
郷
ほ
た
る
館

�
４３
‐
２
８
８
８
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平
成
２４
年
度
徳
島
県
狩
猟

免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

と
き

８
月
２２
日
�
午
前
１０
時

と
こ
ろ

徳
島
県
徳
島
合
同
庁
舎

（
徳
島
市
新
蔵
町
１
丁
目
６７
）

試
験
科
目

知
識
試
験
、
適
性
試

験
、
技
能
試
験

申
請
書
提
出
期
間

７
月
２３
日

�
〜
８
月
１３
日
�

受
付
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）

※
他
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
方

は
、
申
込
先
お
よ
び
試
験
場
所
が

異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局

林
業

振
興
担
当

�
０
８
８
（
６
２
６
）
８
５
８
３

市
農
業
振
興
課
�
２２
‐
２
２
２
８

第
２５
回
吉
野
川
市
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

家
庭
内
の
不
用
品
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
ま
せ
ん
か
！

と
き

７
月
２９
日
�
午
前
８
時
〜

正
午

と
こ
ろ

市
役
所
西
側
イ
ベ
ン
ト

広
場

次
回
開
催
予
定
日

８
月
２６
日
�

出
店
料

無
料

※
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
衣
類（
古
着
類
）の
回
収
も
行
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
環
境
企
画
課
�
２２
‐
２
２
３
０

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
き

７
月
２２
日
�
午
後
６
時
３０

分対
戦
相
手

ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九

州と
き

８
月
５
日
�
午
後
６
時
３０

分対
戦
相
手

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ

会
場

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

�
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.vortis.jp/

高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構
職
業
訓

練
生
募
集

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方

を
対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

訓
練
期
間

平
成
２４
年
９
月
３
日

�
〜
平
成
２５
年
２
月
２８
日
�

▼
溶
接
加
工
科

金
属
加
工
製
品
の
製
造
に
必
要

な
図
面
の
見
方
、
各
種
工
具
の
取

り
扱
い
を
は
じ
め
、
各
種
溶
接
加

工
法
の
知
識
・
技
能
を
学
び
、
金

属
加
工
製
品
の
製
作
に
必
要
な
能

力
の
習
得
。

対
象
者

公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
等

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
電

話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等

は
必
要
で
す
。

募
集
期
間

８
月
６
日
�
ま
で

問
い
合
わ
せ

徳
島
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

�
０
８
８
（
６
５
４
）
５
１
０
２

平
成
２４
年
度
就
業
支
援

講
習

受
講
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
お

よ
び
寡
婦
の
方

●
科
目

パ
ソ
コ
ン
講
習
（
エ
ク

セ
ル
検
定
（
夜
間
））

と
き

９
月
３
日
�
〜
１０
月
１６
日

�
の
祝
日
を
除
く
月
・
火
・
木
・

金
２４
日
間

午
後
６
時
３０
分
〜
９
時

申
込
締
切

８
月
２４
日
�

●
科
目

パ
ソ
コ
ン
講
習
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
検
定
（
土
・
日
））

と
き

９
月
２
日
�
〜
１１
月
１７
日

�
の
土
・
日
１２
日
間

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

申
込
締
切

８
月
２３
日
�

定
員

各
２０
人

問
い
合
わ
せ

	
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

�
０
８
８
（
６
５
４
）
７
４
１
８

FAX
０
８
８
（
６
５
４
）
７
４
１
４

放
送
大
学
１０
月
生
募
集

放
送
大
学
で
は
平
成
２４
年
度
第

２
学
期
（
１０
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
、

通
信
制
の
大
学
で
す
。

出
願
期
間

８
月
３１
日
�
ま
で

※
資
料
は
無
料
贈
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

�
０
８
８
（
６
０
２
）
０
１
５
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.ouj.ac.jp

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
作
業
道
具
は
、
用
意
し
て

い
ま
す
。

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西

側
）

作
業
日
時

８
月
１
日
�

午
前
６
時
３０
分
〜
７
時
３０
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時

８
月
１
日
�

午
前
７
時
〜
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

�
２４
‐
８
６
６
０

��������	
� �

��������������������� !
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阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
組
合
職
員
募
集
（
２５
年

４
月
採
用
予
定
）

職
種
【
介
護
職
員
（
高
校
卒
業
程

度
）・
看
護
師（
短
期
大
学
卒
業
程

度
】

※
「
高
校
卒
業
程
度
・
短
期
大
学

卒
業
程
度
」
と
は
、
試
験
の
程
度

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
学
歴
を
受

験
資
格
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

採
用
人
数

①
介
護
職
員
２
人
程

度

②
看
護
師
１
人
程
度

受
験
資
格

①
介
護
職
員

昭
和
５２
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
ヘ
ル

パ
ー
２
級
以
上
の
免
許
を
有
す
る

方②
看
護
師

昭
和
５２
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師

の
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
平
成

２５
年
春
の
国
家
試
験
に
よ
り
当
該

免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方

第
１
次
試
験

と
き

９
月
１６
日
�

と
こ
ろ

徳
島
大
学
（
徳
島
市
南

常
三
島
町
）

試
験
方
法

①
介
護
職
員

教
養
試
験
（
高
校

卒
業
程
度
）・
労
務
適
性
検
査
試

験

②
看
護
師

教
養
試
験
（
短
大
卒

業
程
度
）・
看
護
師
適
性
検
査
試

験※
教
養
試
験
（
公
務
員
と
し
て
必

要
な
一
般
知
識
お
よ
び
知
能
に
つ

い
て
の
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試

験
）

第
２
次
試
験

と
き

１１
月
上
旬
予
定

と
こ
ろ

阿
北
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

試
験
方
法

第
１
次
試
験
合
格
者

に
対
し
て
論
文
試
験
・
面
接

※
第
１
次
試
験
の
結
果
は
、
１０
月

中
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
方
法

阿
北
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
組
合
に
備
え
付
け
の
受
験

申
込
書
に
記
入
の
上
、
７
月
２３
日

�
〜
８
月
６
日
�
午
後
５
時
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
７
７
１
‐
１
６
０
３

阿
波
市
市
場
町
市
場
字
岸
ノ
下

１
９
０
番
地
３

阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

�
３６
‐
２
７
３
１

阿
北
火
葬
場
管
理
組
合

職
員
募
集
（
２５
年
４
月

採
用
予
定
）

職
種
【
技
能
職
員
（
火
葬
場
火
夫

業
務
）「
高
校
卒
業
程
度
」】

※
「
高
校
卒
業
程
度
」
と
は
、
試

験
の
程
度
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

学
歴
を
受
験
資
格
と
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

採
用
人
数

技
能
職
員
１
人
程
度

受
験
資
格

昭
和
５２
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者

第
１
次
試
験

と
き

９
月
１６
日
�

と
こ
ろ

徳
島
大
学
（
徳
島
市
南

常
三
島
町
）

試
験
方
法

教
養
試
験
（
高
校
卒

業
程
度
の
公
務
員
と
し
て
必
要
な

一
般
知
識
お
よ
び
知
能
に
つ
い
て

の
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
）・

労
務
適
性
検
査
試
験

第
２
次
試
験

と
き

１１
月
上
旬
予
定

と
こ
ろ

阿
北
火
葬
場
管
理
組
合

試
験
方
法

第
１
次
試
験
合
格
者

に
対
し
て
論
文
試
験
・
面
接

※
第
１
次
試
験
の
結
果
は
、
１０
月

上
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
方
法

阿
北
火
葬
場
管
理
組

合
に
備
え
付
け
の
受
験
申
込
書
に

記
入
の
上
、
７
月
２３
日
�
〜
８
月

６
日
�
午
後
５
時
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
７
７
１
‐
１
６
０
３

阿
波
市
市
場
町
香
美
字
西
原
１５
‐
１

阿
北
火
葬
場
管
理
組
合

�
３６
‐
４
１
３
２

障
害
者
調
理
実
習
の
ご
案
内

と
き

Ａ
コ
ー
ス

７
月
１８
日
�
、
８
月
１６
日
�
、

９
月
２０
日
�
、
１０
月
１８
日
�

Ｂ
コ
ー
ス

７
月
２１
日
�
、
８
月
１８
日
�
、

９
月
１５
日
�
、
１０
月
２０
日
�

と
こ
ろ

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー

か
が
や
き

対
象
者

市
内
に
お
住
ま
い
の
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

募
集
人
数

各
コ
ー
ス
１０
人
（
先

着
順
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

中
央
広
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー

は
く
ち
ょ
う�

３６
‐
７
０
７
０

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

▽
親
子
ハ
レ
ル
ヤ
ス
イ
ー
ツ
キ
ッ

チ
ン（
２６
人
）／
８
月
１８
日
�
午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
１
時
／
参
加
費

９
０
０
円

▽
県
防
災
訓
練
見
学（
２６
人
）／
９

月
１
日
�
午
前
９
時
〜
正
午
／
美

馬
市
四
国
三
郎
の
郷
／
参
加
費

１
０
０
円

▽
善
入
寺
島
史
跡
巡
り
ツ
ア
ー

（
２６
人
）／
９
月
２０
日
�
午
前
９

時
〜
正
午
／
参
加
費
１
０
０
円

▽
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
第
一

弾
・
吉
野
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「
空
と
大
地
と
人
を
結
ぶ
虹
」

（
１
）出
演
者
募
集

①
洋
楽
３
人
②
邦
楽
３
人
③
市
民

ダ
ン
サ
ー
１０
人
④
和
太
鼓
１０
人
⑤

書
家
１
人
⑥
阿
波
踊
り
２０
人
⑦

コ
ー
ラ
ス
２０
人
⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

３０
人

プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
や
シ
ン
ガ
ー
と

一
緒
に
市
民
も
参
加
の
舞
台

（
２
）展
示
・
即
売
出
展
者
の
募
集

吉
野
川
ブ
ラ
ン
ド
を
こ
の
機
会
に

※
募
集
受
付
中
・
先
着
順

生
涯
学
習
講
座
に
つ
い
て

８
月
１０
日
〜
９
月
９
日
ま
で
量

販
店
・
銀
行
・
郵
便
局
・
公
民
館

等
で
募
集
案
内
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館

２４
‐
５
１
１
１

��������	
� �
�����
����������������� !"#$%�&'
(

巡
回
職
業
相
談

●
対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

●
内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と
職
業
相
談
、
職
業

に
つ
い
て
の
知
識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
山
川
】

●
と
き

８
月
６
日
�
、
９
月
３
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

●
と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

●
と
き

７
月
１１
日
�
、
８
月
８
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

●
と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

●
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川�２４

‐
２
１
６
６
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阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館
だ
よ
り

�
�
�
�
�
�
�
	

と
き

７
月
１６
日
�
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容

薄
い
和
紙
を
染
色
し
た
小

さ
な
花
び
ら
型
を
貼
り
付
け
た
和

紙
の
ド
レ
ス
作
品
展
で
す
。



�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��

	

と
き

７
月
１９
日
�
〜
８
月
１９
日

�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容

和
紙
に
描
い
た
色
鉛
筆
・

パ
ス
テ
ル
画
や
、
イ
ラ
ス
ト
原
画

を
和
紙
に
プ
リ
ン
ト
し
た
作
品
な

ど
約
５０
点
展
示
。

�
�
�
�
�

と
き

８
月
４
日
�
午
前
１０
時
〜

正
午

参
加
費

２
０
０
０
円
（
紙
代
込

み
・
入
館
料
別
）

※
和
紙
会
館
収
蔵
作
品
展
も
開
催

中入
館
料

大
人
３
０
０
円
、
学
生

２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
５
０

円休
館
日

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）

問
い
合
わ
せ

�
阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館

�
４２
‐
６
１
２
０

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

�
�
�
�
�
 
!
"
#
$
%
&

と
き

７
月
２２
日
�
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

準
備
物

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・

ぞ
う
き
ん

参
加
費

１
０
０
０
円

'
(
)
*
+
#
$
%
&

と
き

７
月
２９
日
�
午
前
８
時
４０

分
〜
正
午

と
こ
ろ

藍
工
房
専
修
舘
（
鴨
島

町
喜
来
徳
住
寺
境
内
）

準
備
物

ゴ
ム
手
袋
・
汚
れ
の
目

立
た
な
い
服
装

参
加
費

実
費
（
ミ
ニ
タ
オ
ル
マ

フ
ラ
ー
７
０
０
円
・
ミ
ニ
ス
カ
ー

フ
８
０
０
円
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
３
８
０

０
円
ほ
か
）

�
�
�
,


-
.
%
&

自
然
に
親
し
み
、
豊
か
な
心
を

養
う
た
め
の
こ
ど
も
俳
句
に
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と
き

７
月
２９
日
�
、
８
月
５
日

�
午
前
８
時
３０
分
〜
正
午

準
備
物

筆
記
用
具
・
手
帳
・
帽

子参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー�

２２
‐
０
０
１
５
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○
警
察
官
Ｂ
（
男
女
と
も
）

受
験
資
格

昭
和
５７
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
（
年
齢
は
平
成
２５
年

４
月
１
日
現
在
）、
た
だ
し
４
年

生
大
学
等
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は

平
成
２５
年
３
月
３１
日
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
方
を
除
く
。

受
付
期
間

８
月
９
日
�
〜
８
月

３０
日
�

第
１
次
試
験
日

１０
月
１４
日
�

第
２
次
試
験
日

１１
月
中
旬

最
終
合
格
発
表
日

１１
月
下
旬

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
警
察
署
�
２５
‐
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番

�
２４
‐
２
３
３
１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
 
�
!
"
#�

$
�
%
&

�
�
'
(
�
�
&
)

*
+
,
-
.
/
0
1�

ポ
イ
ン
ト
①

「
在
留
カ
ー
ド
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
（
在
留
カ
ー
ド

は
中
長
期
在
留
者
に
対
し
、
上
陸

許
可
、
在
留
資
格
変
更
許
可
な
ど

に
伴
っ
て
交
付
さ
れ
ま
す
）。

ポ
イ
ン
ト
②

在
留
期
間
が
最
長

５
年
に
な
り
ま
す
（
技
能
実
習
生
、

興
業
は
該
当
し
ま
せ
ん
）。

ポ
イ
ン
ト
③

再
入
国
許
可
の
制

度
が
変
わ
り
ま
す
（
有
効
な
旅
券

等
を
所
持
す
る
外
国
人
が
出
国
す

る
際
、
出
国
後
１
年
以
内
に
本
邦

で
の
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
再

入
国
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て

再
入
国
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
）。

ポ
イ
ン
ト
④

外
国
人
登
録
制
度

が
廃
止
さ
れ
ま
す
（
中
長
期
在
留

者
が
所
持
す
る
外
国
人
登
録
証
明

書
は
一
定
期
間
「
在
留
カ
ー
ド
」

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

▽
中
長
期
在
留
者
と
は
、
日
本
人

の
配
偶
者
、
定
住
者
、
技
術
、
人

文
知
識
、
国
際
業
務
な
ど
の
在
留

資
格
、
技
能
実
習
生
、
留
学
生
、

永
住
者
な
ど
で
す
（
３
月
以
下
の

在
留
期
間
、
短
期
滞
在
の
在
留
資

格
、
特
別
永
住
者
な
ど
は
該
当
し

ま
せ
ん
）。

▽
特
別
永
住
者
の
制
度
が
変
わ
り

ま
す
（
外
国
人
登
録
証
明
書
が
廃

止
さ
れ
、「
特
別
永
住
者
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ

高
松
入
国
管
理
局

�
０
８
７
‐
８
２
２
‐
５
８
５
２

外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

�
０
５
７
０
‐
０
１
３
９
０
４

川

島

薬

草

園

タ
ン
ポ
ポ

キ
ク
科

川
島
薬
草
園
に
あ
る
タ
ン
ポ

ポ
は
、
日
当
た
り
の
良
い
原
野
、

堤
防
な
ど
に
自
生
す
る
多
年
生

草
本
で
、
春
か
ら
秋
に
黄
色
の

花
を
つ
け
、
後
に
白
い
冠
毛
の

あ
る
種
子
を
飛
ば
し
ま
す
。
葉

や
根
な
ど
を
切
る
と
白
い
乳
液

が
出
ま
す
。

根
を
一
日
１０
〜
１５
グ
ラ
ム
、

全
草
の
場
合
は
２０
グ
ラ
ム
せ
ん

じ
て
服
用
す
れ
ば
、
胃
腸
の
病

気
全
般
、
肺
炎
、
貧
血
な
ど
に

有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
根
と
ハ
コ
ベ
、
ハ
ト

ム
ギ
を
混
合
し
て
、
せ
ん
じ
て

お
茶
が
わ
り
に
飲
む
と
母
乳
不

足
、
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
に
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
西
洋
タ
ン
ポ
ポ

が
多
く
自
生
し
て
い
ま
す
が
、

日
本
種
の
タ
ン
ポ
ポ
と
薬
効
に

つ
い
て
は
、
同
じ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。（資

料
提
供

眞
鍋
佳
資
）

ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

〈表紙写真〉
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※雨水は、
　つなぎ込めません

水洗便所

雨水ます雨水ます 雨水管雨水管

汚水管汚水管
取付管取付管

公共下水道公共下水道
排　水　施　設排　水　施　設

台　所
風　呂

雨
水
ま
す

雨
水
ま
す

汚
水
ま
す

汚
水
ま
す

汚
水
ま
す

汚
水
ま
す

汚
水
ま
す

汚
水
ま
す

　
公
共
ま
す

 
（
取
付
ま
す
）

 

　
公
共
ま
す

 
（
取
付
ま
す
）

 

トラップトラップ

マ
ン
ホ
ー
ル

側
溝

宅地道路

個人がつくる施設市がつくる施設

道路

官
民
境
界

雨
ど
い

公共工事として道路などに下水道管が埋設
され、戸別に「公共ます」の設置が完了後、
下水道の供用開始が公示されます。ここから
は民間工事として、ご家庭や事業所の便所、
台所、風呂場などからの排水を「公共ます」
につなぎ込み（接続）ができますので、遅滞
なく（事情が許す限り、最も速やかに）接続
してください。

私たちが健康で文化的に生活するには、住
居や職場での衛生的で利便性が高い快適な空
間の確保が求められます。下水道は居住環境
の改善や公衆衛生の向上のみならず、河川や用水路などの水質を保全し、地域の自然環境や生態系を恒
久的に保護するために欠かせない施設です。
吉野川市でも良質で豊かな水を大切な資源として、利活用できる持続可能な循環型社会の形成が急が
れます。今後も下水道の普及促進にご理解とご協力をお願いします。

★接続工事は市が指定した工事店でないとできません。必ず、市指定工事店に依頼してください。
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～公共下水道の供用開始区域内に建物を所有されている方へ～
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集積所の資源ごみを持ち去ることは、犯罪です。刑法により罰せられます。

排水整備図（分流式）
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ショッピングセンター
セレブ

徳島
信用金庫

キャラジャ徳島
鴨島店

新庁舎

国道192号線

吉野川
市役所

４１年の永きにわたり、地域の防災拠点となってきた旧庁舎に
代わり、平成２４年３月２７日から運用を開始いたしました。
今後、発生が危惧される大規模地震災害にも対応した免震構

造を持ち、防災拠点としての機能を確保した、皆さんの安全と
安心の新たなシンボルとして完成しました。新庁舎には、消防
防災体制強化の一環として『高機能消防指令システム』を導入
し、災害地点の特定、出動部隊の編成および出動指令が自動で
行え、従来と比べ２～３分早く出動することが可能となり、火

災・救急等すべての局面においてより一層の住民サービス向上
に貢献できます。また、夜間および土、日、祝日に起きた火災
時等には一時的に消防署内に人員が不在となりますが、署員不
在時の駆け付けなどにも、各消防署入口の目立つ場所に『非常
通報用電話』を設置し、指令室との対応を可能とすることで、
たとえ短時間の不在時間においても万全の受け入れ体制を確立
し、住民皆さんの負託におこたえします。
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平成２４年４月８日 落成式

通信指令室

水槽付きポンプ自動車も
更新されました！平成２４
年４月１１日より運用され
ています。

（非常通報用電話）
※ 受話器を外すだけで指令
室につながります。

問い合わせ
徳島中央広域連合

消防本部・東消防署
住所：
吉野川市鴨島町上下島２１番地１

電話：代 表 �２６－１１９０
消 防 課 �２６－１１９１
東消防署 �２６－１１９６
総 務 課 �２２－２２５５

※災害情報ダイヤル（音声自動案内）

０８８３－２４－９１１９

●●●●●●●●●●●新新新新新新新新新新新庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎デデデデデデデデデデデーーーーーーーーーーータタタタタタタタタタタ

敷地面積

５，４９６．３４m２

建築面積

１，３５５．８１m２

各棟規模・延床面積

２，９６３．４１m２

・庁舎棟（地上３階）

RC造・２，３７５．８９m２

・車庫棟（地上１階）

S造・３７４．１９m２

・訓練棟（地上５階）

RC造・１９０．６０m２

徳徳島島中中央央広広域域連連合合消消防防本本部部・・東東消消防防署署
新新庁庁舎舎がが完完成成ししままししたた！！
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虐待では？ 思ったときは、まず通報！地域包括支援センター�２５‐６６２７
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現在、後期高齢者医療制度に加入されている方には、有効期限が「平成２４年７月３１日」となっているみ
どり色の「後期高齢者医療被保険者証」を、１人に１枚お渡ししています。
７月中に国保年金課から、有効期限 平成２５年７月３１日と記載された新しい被保険者証（オレンジ色）
をお届けします。
平成２４年８月１日から平成２５年７月３１日までの一部負担金の割合（１割または３割）は、平成２３年中の

所得に基づき、改めて判定します。
８月１日以降は、古い被保険者証は使えませんので、受診の際は有効期限を確認し、お間違えのないよ

うご注意ください。

�����������������������������������������
�����������������������������������������

【【一一部部負負担担金金のの割割合合のの判判定定方方法法ににつついいてて】】

※後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（薄い紫色）をお持ちの方へ

現在お持ちの「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は、有効期限が「平成２４年７月３１
日」となっています。
平成２３年度の認定証をお持ちの方で平成２４年度住民税非課税世帯の方には、７月末までに「後期高齢者
医療限度額適用・標準負担額減額認定証」をお届けいたします。更新申請書の提出は必要ありません。
認定証に記載されている適用区分が「区分Ⅱ」の方で「過去１２カ月で９０日を超える入院」をされた方は、
国保年金課（市役所１階）に申請していただくことで、入院時の食事代がさらに減額されます。

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

後期高齢者医療被保険者証の更新

１割負担となる方

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が１４５万円未満

３割負担となる方

被保険者が２人以上の場合

１４５万円以上の被保険者がいる

５２０万円未満は１割（要申請）

５２０万円以上は３割

※７０歳以上７５歳未満の方（後期高齢者医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方々との総収入の合計
額が５２０万円未満の場合は１割（要申請）

被保険者が１人の場合

１４５万円以上

３８３万円未満は１割（要申請）

３８３万円以上は３割（※）

世 帯 構 成

住民税課税所得

総収入の合計額

※ご確認ください！

新しい被保険者証の有効期限は

平成25年7月31日
になっています。

後期高齢者医療被保険者証

有効期限平成２５年７月３１日

１８
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新しい被保険者証（有効期限平成２５年７月３１日）の裏面に、臓器提供意思表示欄が設けられています。
これは、臓器移植に関する啓発や知識を深めるためです。臓器移植とは、病気や事故により臓器が機能しな
くなった方に他の方の健康な臓器を移植し、機能を回復させる医療です。
臓器提供の意思表示は自分の意思で決めることができます。また、意思表示欄記入後も意思の変更ができます。
臓器提供についてよく考え、家族と話し合い、意思表示欄の記入にご協力ください。
なお、意思表示欄への記入は任意であり、義務付けるものではありません。
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R
N
G
S
$
.
�
T
U
V

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
や
ハ
ン
セ
ン

病
な
ど
の
感
染
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
と
理
解
は
、
ま
だ
十
分
と

は
い
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
感
染
症
に
感
染
し
た
患
者

や
家
族
な
ど
が
、
誤
解
や
偏
見
で
、

差
別
を
受
け
る
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
、
性
的
接

触
に
留
意
す
れ
ば
、
日
常
生
活
で

感
染
す
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら

い
菌
と
い
う
細
菌
に
よ
る
感
染
症

で
す
が
、
感
染
力
が
弱
く
発
病
す

る
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
で
す
。
万

一
発
病
し
て
も
早
期
治
療
に
よ
り

完
治
し
、
後
遺
症
も
残
り
ま
せ
ん
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
よ
る
差
別
や
偏
見

の
解
消
を
進
め
る
た
め
、
平
成
２１

年
に
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解

決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
の
感
染
症
を

正
し
く
理
解
し
、
差
別
を
無
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課

�
２２
‐
２
２
２
９

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

������ ������ �	
��
 �22�2213

臓臓器器提提供供のの意意思思表表示示ににごご協協力力くくだだささいい

◆本人署名・家族署名について
本人の署名および署名年月日を自筆で記入してください。また、家族署名欄には、この意思表示欄の記入を
知っている家族が、その確認のために署名してください（家族署名欄の署名がなくても意思表示は有効です）。

注意事項
保険医療機関等において診療を受けようとするときに

は、必ずこの証をその窓口で渡してください。
備 考

※ 以下の欄に記入することにより、臓器提供
に関する意思を表示することができます。記入
する場合は、１から３までのいずれかの番号
を○で囲んでください。

１ 私は、脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも、
移植の為に臓器を提供します。

２ 私は、心臓が停止した死後に限り、移植の為に臓器
を提供します。

３ 私は、臓器を提供しません。
≪１又は２を選んだ方で、提供をしたくない臓器があれ
ば、×をつけてください。≫

【心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球】
〔特記欄： 〕

署名年月日： 年 月 日

本人署名（自筆）：

家族署名（自筆）：

◆自分の意思に合う番号を選択
自分の意思に合う番号を１から３までの中

からひとつ選んで○をしてください。

◆提供したくない臓器の選択
１または２を選んだ方で、提供したくない

臓器があれば、その臓器に×をつけてくださ
い。なお、提供できる臓器は以下のとおりです。

すいぞう

脳死後：心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球
心臓が停止した死後：腎臓・膵臓・眼球

◆特記欄への記載について
１または２を選んだ方で、皮膚、心臓弁、

血管、骨などの組織も提供してもいい方は、
「すべて」あるいは「皮膚」「心臓弁」「血管」
「骨」などと記入できます。
親族に優先して臓器提供をしたい方は、「親

族優先」と記入できます。

2012年（平成24年）7月11日
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7月・8月の介護予防教室
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全国共通人権相談ダイヤル（ナビダイヤル）を開始しました。 �０５７０（００３）１１０
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山
川
図
書
館
�
42
‐
5
2
2
2

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
７
月
、
８
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
７
月
１７
日
�（
振

替
休
日
）、
月
末
図
書
整
理
日（
７

月
３１
日
�
、
８
月
３１
日
�
）

◆
お
は
な
し
会

７
月
１４
日
�
、
８
月
１１
日
�
午
後

１
時
３０
分
か
ら（
約
３０
分
間
）／
毎

月
第
２
土
曜
日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

７
月
２１
日
�（
天
狗
の
か
く
れ
星
）、

８
月
４
日
�（
台
風
と
キ
ム
サ
ー
）、

８
月
１８
日
�
（
ア
ニ
メ
学
校
の
怪

談
）

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

川
島
図
書
館
�
25
‐
3
1
4
1

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
７
月
、
８
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
７
月
３１
日
�
、８
月
３１
日
�
）

◆
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

つ
ゆ
く
さ
に
よ
る
お
は
な
し
会

と
き

７
月
３０
日
�
午
前
１１
時
〜

１１
時
３０
分

◆
西
山
欣
子
先
生
に
よ
る
「
夏
休

み
手
作
り
教
室
‐
貯
金
箱
‐
」

と
き

８
月
１１
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
真
鍋
順
紀
先
生
に
よ
る
「
夏
休

み
行
事
‐
作
曲
の
し
か
た
‐
」

と
き

８
月
２１
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
行
事
の
参
加
は
全
て
無
料
で
す
。

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

�
43
‐
2
8
1
1

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
７
月
、８
月
の
休
室
日

木
曜
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て

平
成
２４
年
度
の
男
女
共
同
参
画

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

「
あ
な
た
が
い
る

わ
た
し

が
い
る

未
来
が
あ
る
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。（
最
優
秀
作

品

東
京
都

海
部

奏
さ
ん
の

作
品
）

人
口
減
少
な
ど
少
子
高
齢
化
社

会
が
進
行
し
て
い
く
中
で
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、

経
済
の
活
性
化
等
、
現
在
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
解
決
を
迫
ら
れ
て
い

る
日
本
に
お
い
て
、
女
性
が
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、
能

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
、
今
ま
で

以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
女

性
が
も
っ
と
活
躍
す
る
こ
と
、
大

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
お
い

て
女
性
の
視
点
で
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
男
女
の
働
き
方

や
生
き
方
を
変
え
る
こ
と
等
、
女

性
が
日
本
再
生
の
担
い
手
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
、

元
気
な
日
本
を
取
り
戻
す
鍵
と
な

り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
是
非
こ
の
機

会
に
、「
男
女
共
同
参
画
」
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

そ
の
取
り
組
み
の
輪
を
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課

�
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‐
２
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２
９

��
��
��
��

��
��
��
��

��
��

�
�
	


�
�



��
��
		



��
��




★
わ
ら
い
ご
え

ひ
び
く

き
ょ

う
し
つ

た
の
し
い
な

（
上
浦
小
学
校

槇
納
一
葉
）

★
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」

み
ん
な

の
こ
え
で

げ
ん
き
で
た

（
知
恵
島
小
学
校

山
口
和
也
）

★
届
い
て
い
ま
す
か

あ
な
た
の

言
葉

相
手
の
心
に

（
山
川
中
学
校

樋
口
真
莉
菜
）

（
平
成
２３
年
度「
な
か
ま
〜
子
ど
も

と
学
ぼ
う
〜
第
６
集
」よ
り
抜
粋
）

第
３５
回「
防
ご
う
！
少
年
非
行
」

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
実
施
中

実
施
期
間

７
月
１
日
〜
８
月
３１
日

ス
ロ
ー
ガ
ン

〜
担
い
手
は
キ
ミ
た
ち
だ
�
誰
も

が
輝
く
と
く
し
ま
づ
く
り
〜

未
来
を
担
う
青
少
年
が
豊
か
な

人
間
性
や
社
会
性
を
身
に
つ
け

「
自
立
し
た
大
人
」
と
し
て
成
長

す
る
こ
と
は
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

こ
の
た
め
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
・
関
係
機
関
が
緊
密
に
連
携
し
、

非
行
か
ら
青
少
年
を
守
る
と
い
う

気
運
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
非

行
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

吉
野
川
市
青
少
年
育
成
補
導

セ
ン
タ
ー
安
全
・
安
心
活
動

補
導
セ
ン
タ
ー
は
「
子
ど
も
は

地
域
の
宝
」・「
地
域
が
守
り
育
て

る
子
ど
も
た
ち
」
を
合
言
葉
に
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
支
援
す
る

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
社
会
を
映
す
鏡
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
大
人
が
変
わ
れ

ば
子
ど
も
も
変
わ
る
。
は
じ
め
ま

し
ょ
う
…
で
き
る
こ
と
か
ら
大
人

か
ら
。

★
も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
事
故

の
な
い
楽
し
い
休
み
に
し
ま
し
ょ

う
。問

い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

�
２５
‐
６
６
２
０

FAX
２５
‐
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuseicenter/

ストレッチ 空いた時間を有効利用

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

佐藤 史織さん森川のぞみさん

2012年（平成24年）7月11日

広報よしのがわ２３
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大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

発
行
／
吉
野
川
市
編
集
／
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
776-8611

徳
島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

2012年（
平
成
24年

）7月
号

通
巻
94号

7
広 広
報 報
よ よ
し し
の の
が が
わ わ

乳房ケア専門

〒776-0037
徳島県吉野川市鴨島町上浦29-14
携帯：090-8282-4045

国道の牛島駅案内板から300m北

多田  文恵助産師

医療費控除対象

＊乳房マッサージ・授乳
＊断乳（卒乳）
ケア時間　　　10：00～11：30
　　　　　　　14：00～17：00
受付時間　　　  9：30～21：00
乳房管理指導料金
　初　　　診　　　　6,000円
　2回目以降　　　　5,000円
　回数券（3枚綴り） 12,000円
※初診より無期限
前日予約　プラス 3,000円で出張可

TADA助産院

休診　火　土　　日　祝

で多田助産院 検索

乳房トラブル対象 2,000円加算

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

��
��
��
��

大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
ツ
タ
ン
カ
ー

メ
ン
展
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

王
墓
か
ら
出
土
し
た
、
世
界
的
に
有

名
な
遺
物
が
多
数
展
示
さ
れ
、
装
飾
品

の
息
を
の
む
よ
う
な
美
し
さ
と
、
古
代

の
生
活
用
品
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、

感
動
の
連
続
で
し
た
。
そ
し
て
三
千
年

以
上
前
に
作
ら
れ
た
と
は
思
え
な
い
、

保
存
状
態
の
良
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
目

を
輝
か
せ
て
、
展
示
物
を
眺
め
て
い
ま

し
た
。
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
な
ど
の

大
都
市
で
は
、
海
外
の
文
化
財
や
美
術

品
の
特
別
展
示
会
が
、
毎
年
の
よ
う
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
徳
島
で
は
そ

の
よ
う
な
機
会
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

徳
島
で
も
子
ど
た
ち
に
、
文
化
に
触
れ

る
機
会
が
多
く
あ
れ
ば
す
ば
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。

（
企
）

耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕耕
作作作作作作作作作作作作作作作作作作
放放放放放放放放放放放放放放放放放放
棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄
地地地地地地地地地地地地地地地地地地
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊
休休休休休休休休休休休休休休休休休休
農農農農農農農農農農農農農農農農農農
地地地地地地地地地地地地地地地地地地
をををををををををををををををををを
なななななななななななななななななな
くくくくくくくくくくくくくくくくくく
そそそそそそそそそそそそそそそそそそ
うううううううううううううううううう
������������������

農農農農農農農農農農農農農農農農農農
地地地地地地地地地地地地地地地地地地
のののののののののののののののののの
利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用
権権権権権権権権権権権権権権権権権権
（（（（（（（（（（（（（（（（（（
貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸
しししししししししししししししししし
借借借借借借借借借借借借借借借借借借
りりりりりりりりりりりりりりりりりり
））））））））））））））））））
設設設設設設設設設設設設設設設設設設
定定定定定定定定定定定定定定定定定定
のののののののののののののののののの
申申申申申申申申申申申申申申申申申申
しししししししししししししししししし
出出出出出出出出出出出出出出出出出出
をををををををををををををををををを
受受受受受受受受受受受受受受受受受受
付付付付付付付付付付付付付付付付付付
中中中中中中中中中中中中中中中中中中
！！！！！！！！！！！！！！！！！！

農
地
は
み
ん
な
の
宝
物
で
す
。
遊
休
農
地
化
・
耕
作
放
棄
地
化
す
る
ま
え
に
、
有
効
利
用
を
促
進
し
ま
し
ょ
う
。

農
地
の
利
用
権
設
定
は
安
心
し
て
貸
し
借
り
で
き
る
制
度
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
農
業
委
員
会

�
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‐
２
２
２
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